




①許可対象外施設 ②許可対象外施設

施設の種類
破砕施設（固定式） 圧縮・梱包施設（固定式）

廃プラスチック類 廃プラスチック類

ゴムくず ゴムくず

木くず 木くず

繊維くず 繊維くず

産業廃棄物 紙くず 紙くず

の種類 金屈くず 金屈くず

ガラスくず等 （以上6種類、 石綿含有産業

（以上7種類、 石綿含有産業廃 廃棄物を除く）

棄物を除く）

処理能力 最大3.34 t /日(8時間） 最大12.48 t /日(8時間）

型番 WSGY500 MP-8 0 

機種
消袈電力 15Kw 15Kw 

機械寸法 L 1390XW1070X H1840 Illlll L 1400 X W950 X H 3300 111111 

機械重量 900k g 3000k g 

・廃プラスチック 有価物として売却、 売却出来ないものは燃料リサイクル

処理後の産業廃棄物 ・ ゴムくず 燃料リサイクル

の処分方法 ・紙くず 有価物として売却、 売却出来ないものは燃料リサイクル

（中間処理の場合） ・繊維くず 有価物として売却、 売却出来ないものは燃料リサイクル

•木くず RPF原料としてリサイクル、 燃料リサイクル

•金属くず 有価物として売却（製鋼原料、 非鉄原料）

・ ガラスくず等 発泡骨材、 カレット原料としてリサイクル

処分に関する事項



処理工程図

中間処理：現行（選別） （圧縮）、 遥加： （破砕） （圧縮て札説包）

廃棄物の搬入

（産業廃棄物の種類）

2 「前処理（手選別）」
｀ 

3 中間処理

（碗砕）

Iマニフェストの確認、フロアスケ ー ルによる数蓋確認

ゴムくず l 紘維くず l 紙くず 木くず 廃ブラ類 l 金属くず l ガラスくず
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▽
 混廃の分別、異物除去、有価物の回収等により再生利用や次の中間処理をしやすくする

.

· 

｀ ｀ 
破砕機（小型粉砕機）

襟張る廃棄物を破砕することにより再生利用をしやすくする。
有価物を破砕することにより付加価値を付ける。
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 圧縮・梱包機（縦式パッキングプレス）

這緒 ・ .\麟） 1為張る廃棄物を圧縮梱包することにより輸送コストの削減を図る。
廃菜物の保管（飛散）又は、再生利用や中問処理をしやすくする。

4 保管 保管基準に従い、廃棄物の適正管理を行う。
（保管場所の表示、租上げ高さ、保管期間 、 保管数磁等）

5 廃棄物及び有価物の搬出

ゴムくず l 繊維くず 紙くず 木くず 廃プラ類 紐くず1ガラスくず1

↓ ↓ 
売却 売却 売却

（古紙原料） （樹脂原料） （製鋼原料）

RPF固形燃料化（東部開発：圧縮・固化）

セメント燃料化（太平洋セメント：焼却 、 焼成）

二
残液の処理（リサイクル不能物：埋立処分）

管理型処分（大分グランマ）

木くず 紙くず 繊維くず I 廃プラ

安定型処分（大佐興業・富士重機クレーン

）　　　　　　ゴムくず 1 金屈くず 1ガラスくず



事 業 計 画 書

処分業： ［中間処理 ①破砕
―

―

 

1事業の全体計画（変更許可申請時には変更部分を明確にして記載すること）

搬入された産業廃棄物（ゴムくず、繊維くず、紙くず、 木くず、金腐くず、 廃プラ 、 ガラスくず、 （以上7種類）

を中間処理（破砕）し、処理後の廃棄物については、紙くず、 金展くず、 廃プラは有価物資源として売却、

ガラスくず等については発泡骨材の原料として再利用、ゴムくず、繊維くず｀ 紙くず、木くず、廃プラについ

ては、 固形燃料の原料として再利用、 再利用出来ない物については、 埋立処分及び焼却処分する。

［勉理委託者］

トライアル
ヤマダ電椴
ニト仏

［J/又集運緞］

△ 

a

 

....

ゴムくず、繊維くず、紙くず、 木くず、 金属くず、 廃プラ 、 ガラスくず等

（以上7種類）を排出事業者よりマニフェストと 一緒に受け取り 、 運搬及び
処分を委託基準に従い受託する。

輔送途中における飛散、落下を防止するため、パッカー車による運搬に心掛ける。

平ボディ車使用の場合はビニール袋等で梱包し荷台はシート等で覆う措爵を諧ずる。

自社の収集運搬許可範囲（稲替え保管行為を含まない）

廃プラスチック ・ 金属くず・ガラスくず及び陶磁器くず．がれき類

木くず・繊維くず ・ 紐くず・ゴムくず・廃油・廃酸・廃アルカリ
汚泥 ・ 燃え殻 ・ 鉱さい ・ ばいじん・動植物性残さ

（以上1 6種類。ただし 、 自動車等破砕物及び特別管理産業廃棄物

であるものを除く）

［中閻勉理J
（破砕）

［破砕］
破砕することにより次工程の処理を容易にする。 （有価物に付加価値を付ける）
破砕により廃棄物の減容化を図り 、 運搬・処分袈用を軽減する。
破砕することにより保管を容易にする。 （フレコン詰め）
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＞
 

売却

樹脂原料

v 

売却

製鋼原料

RPF固形燃料化（東部開発：圧縮・固化）

セメント燃料化（太平洋セメント：焼却 、 焼成）

発泡骨材化

（再生）

二残澄の処理（リサイクル不能物：埋立処分）

管理型埋立1 処分（大分グランマ1 I | 

　　　　　
安定型埋立

↑
分（大佐興業）

木くず 紙くず 繊維くず ゴムくず 廃プラ 金属くず ガラスくず



事 業 計 画 書

処分業 ・・
―

―中間処理 ②圧縮·梱包 J

1事業の全体計画（変更許可申請時には変更部分を明確にして記載すること）

搬入された産業廃棄物（ゴムくず、 織維くず、 紙くず、 木くず、 金属くず、 廃プラ、 （以上6種類）を

中間処理（圧縮 ・ 梱包）し、 処理後の廃棄物については、 紙くず、 金属くず、 廃プラは有価物資源として売却｀
ゴムくず、 繍維くず、 紙くず、 木くず、 廃プラについては、 固形燃料の原料として再利用、 再利用出来ない

物については、 埋立処分及び焼却処分する。

［勉理委託者］

トライアル
ヤマダ電根
ニトとし

［収
＇

集運搬］

＾ 

．

．

．

．

．

．

．

 

自社の収菓運搬許可範囲（稜替え保管行為を含まない）

廃プラスチック ・ 金属くず、ガラスくず及び陶磁器くず．がれき類

木くず ・ 繊維くず·紙くず・ゴムくず・廃油・廃酸・廃アルカリ
汚泥 ・ 燃え殻 ・ 鉱さい ・ ばいじん・勁植物性残さ

（以..t1 6種類。 ただし、 自動車等破砕物及び特別管理産菜廃棄物
であるものを除く）

［中聞勉理J
（圧縮・楷包）

ゴムくず、 繊維くず、 紙くず、 木くず、 金属くず、 廃プラ、 （以上6種類）

を排出率莱者よりマニフェストと一緒に受け取り 、 運搬及び処分を委託
基準に従い受託する。

翰送途中における飛散、 落下を防止するため 、 パッカー車による運搬1こ心掛ける。

平ボディ車使用の場合はピニール袋等で梱包し荷台はシート等で設う措涸を講ずる。

［圧縮，梱包 1
圧縮 ・ 梱包することにより次工程の処理を容易にする。 （有価物に付加価値を付ける）
圧縮 ・ 梱包により廃棄物の減容化を図り 、 運搬・処分致用を軽減する。
圧縮・梱包することにより保管を容易にする。
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RPF固形燃料化（東部開発：圧縮・固化）

セメント燃料化（太平洋セメント：焼却、 焼成）

」
残澄の処理（リサイクル不能物：埋立処分）

管理型埋立1処分（大分グランマ） 1 | 
安定型埋立

↑
分（大佐興業）

木くず 紙くず 繊維くず ゴムくず 廃プラ 金属くず























【処理料金に関する事項】

■料金の提示方法

収集運搬及び処理については、行う現場の状況や環境が異なる事や、
品目の性状が異なる事から、
一律料金ではなく、その都度見積することで対応しております。

■料金表・料金算定式

収集運搬料金につきましては、種類・数量・収集運搬にかかる距離や現場で必要と
考えられる人員等に応じて算出し料金表を提出させて頂きます。

処理につきましては、体積及び数量に応じて算出し提出させて頂きます。

■お問合せ

TEL　097-594-0232

専門知識豊富な営業スタッフがお伺いさせて頂きます。
廃棄物の事なら何でもお問い合わせ下さい。



【事業場の公開について】
事業場の見学については、電話又はメールにて随時受け付けております。

内容によっては、ご回答にお時間を頂く事もございますが
あらかじめご了承願います。



【処分後の廃棄物に関する事項】

■処分後の廃棄物の持込先の提示

契約締結時に処理後の産業廃棄物の持出先については
有価物・再生・２次処理・最終処理を含め全て書面にて開示し
適正処理に努めております。

オンライン上での開示は行っておりませんので
契約前に開示のご希望の方は下記までお気軽にお問い合わせください。

■お問合せ

TEL　097-594-0232

専門知識豊富な営業スタッフがご対応させて頂きます。
廃棄物の事なら何でもお問い合わせ下さい。
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